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研究成果の概要（和文）：本研究では、組合せ価値に対する感性のモデル化を試みた。そして、提案した組合せ感性価
値モデルを利用して、複数のコンテンツを組み合わせて選択する場合に、利用者にとって好適な組合せを提案できる情
報推薦システムに適用した。
具体的には、まず楽曲を例題として組合せに対する感性をモデル化し、多数の楽曲の中から数曲を選択してプレイリス
トを作成するシステムを構築し、その有効性を評価した。
さらに本研究では楽曲以外の例題についても対象領域を広げ、好適な組合せを実現するための汎用的な組合せ感性価値
モデルを提案した。

研究成果の概要（英文）：This study has attempted Kansei modeling of combinatorial value of choices. 
Then,it applied a proposed combinatorial Kansei value model to an information recommendation system that 
can suggest a preferred combination of choices for the user when they select a combination of several 
content items.
Specifically, it took song selection as an example to create a Kansei model for combinations of songs, 
applied the model to build a system that makes a playlist of several songs among many choices, and 
evaluated how effective the system is.
Furthermore, the study also targeted examples other than music, proposed a generic combinatorial Kansei 
value model for selecting a preferred combination.

研究分野：感性情報学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１）研究の背景と関連研究の動向 
人は生活の中で様々な選択を迫られる。選
択可能な代替案を集めた選択肢からいくつ
かを選択する過程を意思決定と言う。意思決
定は、いくつかの局面に分けて捉えることが
でき、研究者によって異なる考え方が提唱さ
れてきた。Simonや Sageに代表される従来
の意思決定モデル研究においては、意思決定
の主体は明確な目標や要求、要求基準を持っ
ており、その目標や基準に沿って合理的な意
思決定がなされることを前提としている。合
理的な意思決定では主体の目標や基準によ
って選択肢が絞られ、前後の文脈には依存し
ない。したがって、主体が好むものは何度で
も選ばれることになる。しかし現実の生活で
は、日々の服装コーディネートやインテリア
コーディネートなどのように、複数のコンテ
ンツを組み合わせて選択する場合には、組合
せの良否が全体の価値に影響する。どんなに
好きなものでも、同じようなものばかりを組
み合わせて選ぶ人は少ない。従来の合理的な
意思決定モデルでは、組合せの好適さといっ
た感性的な要因を考慮してこなかったが、楽
曲を組み合わせてプレイリストを作成する
システムのように日常生活で繰り返し利用
するための情報サービスを考えた場合、組合
せの良否を考慮して意思決定支援や情報推
薦をおこなうことが必要である。 

 
（２）研究の動機と意義 
上述のニーズに応えるために、本研究では、
組合せの好適さ度合いによって生じる価値、
すなわち組合せ価値をモデル化し、同種のコ
ンテンツを複数組み合わせて選択する場合
に利用者にとって好適な組合せを提案でき
る意思決定支援手法を提案する。その意味で
本研究は、「組合せ価値に対する感性とは何
か」という視点から意思決定支援手法に関す
る新しい枠組を提案する研究である。 
 
２．研究の目的 
（１）達成すべき研究目的 
本研究では、組合せ価値に対する感性をモ
デル化する。そして、構築した組合せ感性価
値モデルを利用して、同種のコンテンツを複
数組み合わせて選択する場合に、利用者にと
って好適な組合せを提案できる情報推薦シ
ステムに応用する。具体的には、多数の楽曲
の中から数曲を選択してプレイリストを作
成する例題を対象として、楽曲の組合せ価値
をモデル化する。そして、利用者が自分のイ
メージに合った楽曲を好適な組合せで選ぶ
ことができる情報環境を構築し、その有効性
について評価する。 
 
（２）年度ごとの具体的な目的 
上記の研究目的を達成するため、3 年間の
研究期間で下記の項目に取り組む。 
① 初年度には、まず、楽曲プレイリスト作

成を例題として、好適な組合せパターン
の事例を収集する。そして、収集した事
例の分析を通して、組合せの好適さを定
式化するモデルを提案する。 
② 2 年度目には、提案した組合せ感性価値
モデルをもとに、複数の楽曲を上手に組
み合わせてプレイリスト作成を支援でき
るシステムを構築する。また、システム
を用いて予備実験しながら、システムの
評価手法について検討を開始する。 
③ 最終年度には、評価実験をおこない、提
案手法およびシステムの有効性について
検討する。余裕があれば楽曲以外の例題
についても対象領域を広げ、汎用的な組
合せ感性価値モデルの提案を試みる。 

 
３．研究の方法 
（１）好適な組合せパターン作成の事例収集
および分析 
本研究ではまず、楽曲選択を例題として、
利用者が自分のイメージに合う複数の楽曲
を選択してプレイリストを作成する事例を
収集し、好適な組合せパターンに関する基礎
的なデータを集める。事例収集実験では、200
曲程度の楽曲リストの中から、被験者にイメ
ージを表す語を 1つ示し、そのイメージ語に
合う曲を数曲組み合わせてもらう。被験者は
大学生と大学院生を想定している。この事例
収集によって、それぞれの被験者が感じる
「好適な組合せ」のパターンが収集される。
多くの被験者に共通する組合せパターンが
あれば汎用のヒューリスティクスとして抽
出する。個々人によって異なるものは個人適
応のために利用する。 
 余裕があれば、楽曲以外のコンテンツにつ
いても組合せパターン作成の事例を収集す
る。 
 
（２）組合せの好適さに関する感性のモデル
化 
収集された事例の傾向を分析して、組合せ
の好適さに対する感性を定式化するモデル
を作成する。ある程度似た傾向を有するもの
同士の組合せが好ましいと仮定し、楽曲同士
の類似度を距離で表し、楽曲相互の距離によ
って複数の楽曲の組合せ価値を算出できる
組合せ感性価値モデルを作成する。作成モデ
ルを楽曲データに適用すると、イメージに合
った曲を 1曲選択すれば、その曲から近すぎ
ず遠すぎない距離のものを集めて好適な楽
曲の組合せを作成することが可能になる。楽
曲以外のコンテンツについても同様の考え
方が適用できる。 
 
（３）好適な組合せ作成を支援するインタラ
クティブシステムの構築 
提案した組合せ感性価値モデルをもとに、
複数の楽曲を組み合わせて行うプレイリス
ト作成を支援するシステムを構築する。従来
の意思決定システムでは1回ごとの利用で最



適な解を与えることに焦点を当ててきたの
に対し、本研究では、利用者が複数のものを
組み合わせる場合に、全体として価値が高く
なるように意思決定をおこなうことが可能
なインタラクティブシステムの実現をはか
る。さらに、余裕があれば、楽曲以外のコン
テンツについても組合せ支援システムの構
築を試みる。 
 
（４）システムの試用実験と評価 
作成したインタラクティブシステムを用
いた被験者実験を通して、提案モデルの妥当
性について評価検討する。5～10曲程度の楽
曲を組合わせる課題を与えて被験者実験を
おこなうが、被験者は 50 名以上を予定して
いる。被験者は学生（大学生、大学院生）と
する。本研究分野では評価手法自体が確立さ
れていないため、まず、本研究で開発したモ
デルおよびシステムの適切な評価手法につ
いて検討し、次いで実験をおこなうという段
階を経て研究を進める。 
 
（５）モデルの汎用性に関する検討 
 本研究では適用課題の例として楽曲の組
合せを用いるが、余裕があれば他の題材も取
り上げる予定である。複数の題材に関して好
適な組合せに共通する特徴を分析し、汎用性
のある組合せ感性価値モデルの提案を試み
る。 
 
４．研究成果 
（１）組合せ感性価値モデルの提案 
本研究ではまず、楽曲選択を例題として、
好適な組合せパターンに関する基礎的なデ
ータを収集した。事例収集の結果、人が楽曲
を組み合わせるパターンは、イメージの近い
曲同士を組み合わせるコンセプト型や、違っ
たイメージの曲同士を組み合わせるばらつ
き型、両者の中間型、という 3つのパターン
に大別されることがわかった。そこで本研究
では、3 つのパターンそれぞれに対応する感
性価値モデルを構築した。具体的には、楽曲
に対する印象評価データを用いて楽曲間の
距離を算出し、楽曲間の距離に着目して好適
な組合せを探す手法を提案した。3 つのパタ
ーンに対応する手法について下記にまとめ
る。 
① 最小距離法： ユーザが最初に選択した楽
曲と距離の一番近い楽曲を選択する手法
である。コンセプト型と同様な組合せをす
ることが期待される。 
② 最大大距離法： ユーザが最初に選択した
楽曲と距離の一番遠い楽曲を選択する手
法であり、最短距離法とは逆の考え方であ
る。ばらつき型と同様な組合せ方をするこ
とが期待される。 
③ ハブ選択法+最短距離法：複数曲ハブを選
択し、選択されたハブから最短距離法によ
り複数曲選択する。ここで、本研究では情
報中心性の高い曲をハブと呼び、ハブ選択

法では情報中心性が高い曲ほど高い確率
で選択される。情報中心性はネットワーク
に含まれる頂点間の最短経路や、経路の長
さも考慮した中心性指標であり、多くのア
イテムと類似性が高い主役的な存在であ
ることを示す。ハブ選択法+最小距離法で
は、中心性の高い曲がいくつかとその近く
曲が選ばれ、中間型と同様な組合せ方をす
ることが期待される。 
 
（２）組合せ作成システムの構築 
次に、（１）の 3 つの手法を用いた感性価
値モデルを実際の135曲の楽曲データに対し
て適用し、10曲のプレイリスト作成を支援す
るインタラクティブシステムを構築した。そ
れぞれの楽曲はオノマトペを用いてイメー
ジが表現されており、利用者は自分の望むイ
メージをオノマトペで表現するとその語に
合った楽曲をシステムが検索して表示する。
利用者が好みの曲を 1曲選ぶと、システムは
（１）のモデルを用いてその曲とマッチする
と考えられる 9曲を選んで表示する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1：最小距離法と被験者の組合せ比較例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2：最大距離法と被験者の組合せ比較例 
 
 

 
図２：最大距離法と被験者の組合せ比較例 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3：ハブ選択法＋最小距離法と 
被験者の組合せ比較例 

 
（３）システムの試用実験と評価 
次に、（２）で作成したシステムを用いて
被験者実験をおこない、提案モデルの妥当性
について検討した。実験の結果、多くの被験
者の主観評価がシステムの提案結果と一致
する傾向を示し、提案モデルが妥当であるこ
とを確認した。特に、最小距離法や最大距離
法ではコンセプト型やばらつき型を上手く
表現できていることが確認できた。ハブ選択
法は一部の被験者と近い結果を得ることが
できたが、異なる傾向の評価を下した被験者
も多かったことから、ハブ選択法については
今後さらなる改良が必要であることも見い
だされた。 
 
（４）汎用的な組合せ感性価値モデルの提案 
本研究では最後に、汎用的な組合せ価値モ
デルを提案した。本研究では主として楽曲の
組合せを例として研究を進めてきたが、ファ
ッションや食品などを対象とした研究も並
行して進めてきた。それらの知見を総合して、
組合せ行動の特徴について考え、好適な組合
せが満たすべき基本要件を明らかにした。好
適な組合せは統一感と適度な多様性があり、
主役と脇役のバランスが適性である。好適な
組合せ作成を支援するには、この基本要件を
満たす組合せを効率的に探す枠組みを考え
ることが望まれる。そこで本研究では，組合
せの対象となるコンテンツのイメージ評価
が 2次元空間に表示されると仮定し、好適な
組合せの基本要件を満たす 2 つのアイテム
（主役と脇役）をベクトルで表現し、好適な
組合せの全体のイメージをベクトル和で表
現する組合せ価値モデルを提案した。 
現在、提案モデルに基づいて配色支援シス
テムを実装中であり、今後は評価実験を通し
て汎用モデルの有効性や妥当性についても
検討する予定である。汎用的なモデルの提案
については本研究の当初の目的を超える成
果であるが、汎用性のあるモデルの実現へと
研究を発展させれば本研究の意義はより高
まるため今後も継続して取り組みたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 4：汎用的な組合せ感性価値モデル 
（主役を選んで好ましい脇役を探す場合） 
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